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 英国人ハーバート・ジョージ・ポンティング(Herbert George Ponting, 1870−1935)は、1910年に南極大陸に向かい、
写真と記録映画を撮影した探検写真家として最もよく知られている。しかし、この写真家が1901年から1906年
までの間に幾度も日本を訪れていたことはこれまで注目されてこなかった。 
 日本で彼が撮影した写真としては、ステレオ写真群『立体鏡をとおしてみる日本』Japan through the Stereoscope 
(1904)、写真集『Fuji-san 富士山』(1905)や『日本研究』Japanese Studies (1906)があり、日本での体験をまとめた



























































 日本の写真史について書かれたベネットの著書『日本の写真 1853–1912』Photography in Japan:1853–1912 
(2006)には、ポンティングについての記述を確認することができる。この著作によれば、ポンティングが来日し
た 1900 年代は、日本人写真家が日本の写真界を牽引し始めた時期とされている。同じくベネットによる『古い























































































































































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  矢島 真澄美  
学位論文の  
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別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
 
写真家の業績と日本に対する眼差しの意味が明快に提示された。  
口頭試問では、構成の問題、引用資料の不備、表現の誤り、写真技術に関する理解不足
などについて指摘がなされた。また、軽微なミスが散見されたことは残念であった。しか
しながら、参考文献も皆無に近い状況のなか、残された写真資料を可能な限り渉猟し、そ
れらを丹念に考察・分析することによって意欲的な論文を完成させ、一定の成果を上げた
ことは審査員の大部分が認めている。著者が目的とした「写真史の空隙を埋める」という
希望は、完璧ではないにせよ、充分に達成されたと思われる。この論文は、著者が写真史
に関する更なる研究に向かっていくことを予感させると同時に、自立した研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。以上により、本論文は博士
（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
 
